
 

 

6年上第16回例題 N7 

必修例題 1 図形の転がり① 



 

  

必修例題 1 図形の転がり② 



 

  

 

(1) 

 

 

 

 中心Ｏが動いた後は上の図の太線 

  部分(O-O
1
-O

2
-O

3
)です。 

  O
1
-O

2
 間は おうぎ形の弧の長さ です。 

       ↓ 

  曲線部分の長さの合計は， 

   6x2x3.14x
90

360
 x 2 = 18.84 cm 

 

   直線部分の長さは， 

   6x2x3.14x
60

360
 = 6.28 cm 

           ↓ 

  よって，求める長さは， 

   18.84 + 6.28 = 25.12 cm 

 

求める面積は上の図の ①～⑤の和になります。 

①，③，⑤は半径 6cm のおうぎ形で中心角の合計は  

  90 + (90-60) + (180-60) = 240° 

また，②は たて 6cm , 横 6.28cm の長方形です。 

④は 底辺が 6㎝， 高さが 1.73x3 = 5.19cm の三

角形です。 

 

  したがって，求める面積は， 

  6x6x3.14x
240

360
 + 6x6.28 + 6x5.19÷2 

   = 75.36 + 37.68 + 15.57 

   = 128.61 cm2 

    

    25.12 cm 

(2) 

128.61cm2 

6÷2=3  



 

  

 

(1) ○イが(1x21=)21cm動いたときですから 

   右の図のようになったときです。 

   求める面積は ○イから(a+b) を引いたもの（上の赤ぬり部分）です。 

   ○イの高さは(14÷2=)7cm ですから， 

   b の高さは(7-5=)2cm   底辺は(2x2=)4cm 

        ↓ 

   よって，求める面積は， 

       14x7÷2 - (3x3÷2 + 4x2÷2) 

       = 40.5 cm2 

       

        

 

40.5 cm2 

(2) の予備知識 

  長方形の面積を二等分する直線は，右の図のように 

  直線が長方形の対角線の交点 O を通るときです。 

 



  
 

(2)  

 

 

 

1回目は（図１）のようになるときですから． 

 10 + 8.5 = 18.5 cm 動いたとき 

     ↓ 

  18.5秒後 

 

 

(3)  ○イの面積の半分は， 

   14 x 7 ÷ 2 x 
1

2
 = 24.5 cm2 

   

 

上の図のときの Ｓは， 

   (4+9)x5÷2  = 32.5 cm2 

 したがって，下の図のときを考えてみます。 

 

 

 

 このときの B の面積は， 

  24.5-(5x5÷2) = 12 cm2 

 

必修例題４ (2) (3) 

  

（図１） （図２） 

 2回目は（図２）のときですから， 

  10 + 17.5 = 27.5 cm 動いたとき 

      ↓ 

   27.5秒後 

18.5秒後と 27.5秒後 

 

 

A+B = 24.5 cm2 のとき 
 

B は平行四辺形なので， χの長さは， 

  12÷5 = 2.4 cm  

    ↓ 

したがって， 1回目は  

10 +( 5 + 2.4) = 17.4 cm動いたとき。 

           （17.4秒後） 

2回目は， 

右の図のとき， 

  ↓ 

10 + 12 + 6.6 

 = 28.6 cm 動いたとき。 

 （28.6秒後） 

 

 

17.4秒後と 28.6秒後 



 

  



 


